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蠶繭解舒とセリシン粒子（I）

金子英雄

1・緒　　　　書

　獄繭解葡の良否は主としてセリシン粒子のゲル化に及ぼす内的影響（少墾電i氣倒質）と外的影響（溢

漁度、COt）如何によるものと考へらる。而してゲル欺セリシン粒子は一般コロイドの如く老蕨現按

を程慶の差こそあれ示すべく、且つセリシン粒子の欺態の差は水に凋する溶解性を異にすぺし。欝繭

解斜の間題に就きては井上柳梧教授は溶解窒素量の測定より解好曲線を求め、或はヴユレツト反慮を

利用して解好指敬を定めて解舎予測定法を公にせられたるは周知の事なり。余等も亦セリシンの溶解性

の繋異は水溶液の物理化駆性に影響を及ぼすを以て共等諸性質を測定して次の關係を得たり。今セリ

シンの溶解度をS，セリシン溶液の比粘度をη，屈訴卒を】】，界面張力をσ，漉濁度をrとすれば

　・　　　　．　　s　＝＝　1〈ユη　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　Ti　：k2n　　　　　∴　S＝k’11

　　　　　　　　η＝需k3σ　　　　　　　　．“．　S＝＝IC”a

　　　　　　　　logTl＝：krkマ　　　　　．8．　10gS＝＝k’1十kdT

なる關係あり、但しklk2k3k4及びk／k〃k’1はV・つれも常数を表はす。從つてセリシンの溶解性は比粘

度屈折率、界面張力叉は混濁度の測定より察知せらる。解岱良き慧繭水溶液の比粘度及び漉濁度は大

に悪きものに比して友なる傾向を示す。之れ解傍よきもの』セリシン粒子は水溶液申に於ける聚合性

並びに水和性大なるによるべくv比粘度及び撰徹係緻の測定よリセリシン粒子の2卜均分子量は8000－

12000位の値を得、螂箭よきものNセリシン粒子は大なるユト均分子量を示せり。但しセリシン粒子の

聚合性は濃度によりて攣化することはセリシン溶液の比旋光度の墜化すること、並びにヴユレツト反

慮によりて生する色の礎化すること等によりて推定しえらる。かくセリシン粒子の溶解性を興にする

はセリシン粒子の水和牲の大小によるべく、從つてセリシン自身の化肇的状態に關して考慮せざるべ

からす。さてセリシンの歌態に就きては夙に井上柳摺教授は7MC可溶性セリシンと、難溶性セリシン

の存することを述べ．且つ前者は後者よリヴユレツト反鷹に於ては赤紫色をより現はし易きことを實

験せり。渡邊綱男氏はアルコール不溶セリシンと可溶セリシンとを匠別し、爾岩には理化學的性質の

罷あることを報告せり。余も亦セリシンの化學的llk態を知らむと欲し次の如き豫備實瞼をなせり。

2．翻繭解野とセリシン溶液のPH値

　繭暦煮沸水溶液の1）Hllll〔は濃度、爽雑物によりて異なれども、一・般に斯野の良否によりて異にすり

．h繭は日1×支4，中繭は「1110×皮103，下繭は日103×支ユ01を川ふ。

上　　繭　　1　　中　　繭　　1　　下　　繭
濃度（％）ト　　 PII @　 i　濃慶（％）　　　 PH @　　　 濯匙摩（％）　 i　　　PH、

　o　　　d，88　…　＿　 1　－　 　　一一　 1　－。．。，　1、L　（J、　．。．。7　1・．。D　l　・．・7　…　．1，…
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0，35

0．dO

o．09　i　5．70　’　l　o．10　1　5・21，　…　　o・11　i　　5・OP
　　　　　　　　　　　　　　O．1d　　　」　　　5．3S　　　I　　　　O。1d　　　・　　　　5・　・30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
5．79

5．85

5．96

6．01

6．21

6．20

0．16　　　　1

0．19

0．22

0．31

0．弼

1：瀦　1　謬　　i　l：霧

5．97　　　　　　　　　　　　　0．29　　　　　　　　　　　　　5．78

6．05　　　　　　　　　　　　0，38　　　　　　　　　　　　5．98

6．11　　　　　　　　　0．48　　　　　　　　　 6．08

　セリシン溶液のPH値は濃度の増加ez　S：のて増大すれど0，3％附近よりは攣化少なし。比旋光度の測

定せる場合も0．3％以上の高濃度に於ては比旋光度も礎化僅少なり。而して同一濃度に調するPH値は

解討良きもの曳方大なる傾向を有す。但し上記の値は繭暦煮洲｝後2時間を経て測定せるものにして一

夜放置してゲル化せるものは一般にPH値を少しく増加す。

　　　　　濃度（％）　　PH（2蒋間後）　　PH（1口後）　　　　差

　　　　　　0，10　　　　　　　　　　5．29　　　　　　　　　　5．60　　　　　　　　　　0．31

　　　　　　0．17　　　　　　　　　　5．83　　　　　　　　　　6．09　　　　　　　　　　0，26

　　　　　　0，21　　　　　　　　　　5．89　　　　　　　　　　＆．13　　　　　　　　　　0。24，

　　　　　　0．30　　　　　　　　　　6．U6　　　　　　　　　　6，27　　　　　　　　　　0．21

　解好良きものはゲル化しやすき傾向を有す。この溶液のPH値の差はセリシン報位子の分散欺態從つ

て解寓li欣態並びに結合物質の分量の差に基づくものと考へらる。この共存物質は一郁は透墾せられや

すく、15時間透析すればPH値をやS高む。

　　　　3．翻繭解静と両極液のPH値

　セ1リシンに結合せると湾へらるS物質の大体を知らむと欲しU字管のri」部に0・1瓦の繭贋をつめて

膜を作り、之に20e．c，の煮沸せし蒸溜水20c・c・を加へ爾端に白金極を挿入して110ボルトの下で電流を

通ぜり．但し繊搬は15°・なり。11i欄衡髄附近の液をとb　tHし・電継によりて一AのPH髄

定めたる結果次の如し。爾極附近にはセリシンを鮪せ義

一一ﾈ　巾…撫試一一，ガー　虞　磁『礒肋『一一「可蕨… u翠㎜　謁‘…係数
PH値　　　　1解金予

一緊一嚢…暫篠諸訓　1：匿　1餌lll：；ll　灘

　C｝秋繭（日・・7×或…）1　7・7・　［　3・65　　5・66　　　76
D　秋繭（Fl・・7X皮・・2）1　7・62　：　3・5d　，　5・58　　　6°

碁遷欝ll器護翻爺　1：犠　t：：：餐　il：麓　1　：l

G’ ﾄ繭（lI103×皮1）1　7．5・　1　3．3・・　i　5・IL‘a　1　2V
I一夏繭（Hl10X支1）［…i3　i…7！、5…－　2・匹

1　　　　　　　　　　　／ik－　　　1　　　　　．一＿＿＿」＿＿．＿一＿

謄縣数幽塒聞繰績1で一定の騰採ぜるものにして本校握羅Bに於て灘決定せるものを

用ひたり。」，記の鞠裸よ睨るに角擶係数大なるもの程」醐液のPH値は知大にして陰極液

は皆微アルカリ性を示し陽極液は酸性を示す。而して解斜係数は略陰極液の中性軸liよりの差例へば7

。83＿7．0＝O．83等に比例することを知る。このPH値の原因につき定性實験を行ひたるに・陰極液中

にはア2、＝e　＝アの微量を槍出し、陽極液中よりはグリココール，チロシンの如きアミノ酸、酒石酸、

酸1備石醐欝の1蹟量を槍出せり。而して陽極漁まよく過マン加蜘1幽繊還ヲ亡せり・艦浪齢
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のほどアンモニア及びアミノ酸にとむ傾向を示せり。

　更らに各繭暦につきて實験せる結果は次の如しc

1　　　界繭（A）のPI1
’ヒヒ　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 n’’　　 　　　’

1陰穐液1陽換液
外　　　　∫醒L　　　　　　　7．87　　　　　　　　　3．75　門

1『魯　　　雁｝　　　　　　7．8（，　　　　　　　3．66

内　　　　脛｝　　　　　　　7，f93　　　　　　　　　3　7（，

2鉾　　均　　　　783

秋繭（G）の1｝正工

鞭液隔鰍

　　　　　　・　　1　　・
・　し3・7°｛　7・7°旨　3・（‘3

7．78　　　　　　　3，65　　　1

7．58　　　　　　　3．6｛｝

7　75　　　　　　　　　　3．（i5

夏繭（H）のPII

陰趣液　i陽櫨液

7．76　　　　　　　　3．45

7．30　　　　　　　　3．37

7・46 @　i　3・’it；，1

7．5〔）　　　　　1　　　　3．る臼、

　上記の結果は15回の亭均ll直1にして外縢のPH最も大にして内暦之れに次ぎ中暦最も小なり。但し外

暦のPH値と内暦のそれとは除り大なる藻なくtaある瘍合には内層の】i》H値最大なることあれど中麿

のPH値は常に最小なり、3く陰極液に就きて見るに解静良き慧繭々贋ほど外、中、内各暦のPH値の差

僅少なり。但し上記の値は慧繭の乾燥方法、貯藏方法、貯繭日撒等によりて異なるべく共の操作を璽

要覗すべきなり。

　　　　4．セリシン粒子の電蠣内に於ける分布

　セリシン粒子を電膓内に置きたる時其等は如何なる行動をなすであらうか。セリシンがアルカリと

結合せる場合は陽極へ，酸と結合せる傷合は陰極へ泳動すべきなり。從つてセリシン粒子の電鵬内に

於ける分布に關して次の定性的結：果をえたり。

　ブルトン氏泳動装置の底部に10G．c・のセリシン溶液を入れ、その上部に各10c、c。づSの蒸溜水をカll

へて白金極を挿入して110ボルト下で電流を通す。先づ陽極側のセリシン暦と水暦との境にセリシン

の蒲膜を生じ次第にセリシン層を通つて下行し、陰陽爾極の中央郡に至りて固定すと同時に圃建撫膜

の他方陰極ヒリシン暦は次第に白濁さを城じ同時に黄色を鑓し來る。30分電流通巡せしめたる後爾極

の水暦及びセリシン暦を分ち取りて實験に供せり。

　（a）　各tt；・の色とPH値

「　　　也　　　lPH（上繭）」PH（欄）lP・・ぐド繭）

陽璽，藩
陰極｛沓，認

・透明

原液より肖濁す

透明

響打量霞蜀しゴ炎黄色

・．・2　i・…　1・…
3．32

8．38

8．55

3．16

8，2（1

8．49

3．12

8．12

8．－47

陽極液は酸性，陰極液はアルカリ性を呈し、セリシン暦は水暦よりや玉PH値大なり。然し解傍良

きものほどPH大なるは繭暦の場合と同一一にして解傍不良なるものは一般に陰極セリシン贋の黄色深

き傾向を有す。

面セリシン含有最は中央：部の1糠膜形威部分が原液量より大となり、次v・で陽極セリシン鳳陰左璽’ヒ

リシン麿わ陽駆水暦の順序となり陰極水暦には極めて微量なり。從つてセリシン粒子の大牛は陰電荷

を有することとなる，

　（b）各暦液の反慮

　陰陽雨極セリシン層・は外親に於て陽極セリシン暦が等電鮎近くにある爲め白濁するに反し、陰極セ

リシン掛は蜷基性の爲めや～遇明となりe著しき差を示すがその反悠に於七も差あり。爾者は共にア

ルコールによりて沈澱寸れども、陰極セリシンは硫酸銅や酷酸鉛にょりて容易に凝固するも陽極セリ

シンは櫨基性にするも硫酸銅によりて凝固せす。叉ヴユレツト反慮によりて呈する色も一般に同一濃
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度附近に就いては陽極セリシンは陰極セリシンよりも赤昧を帯ぶる傾向を示す。

　EPち供試験4c．c．　va　O．1％C｛1SO42滴と9，5N　Na　OH　3滴を伽へて生する色は次の如し。

上　　繭

中　　繭

下　　繭

陽　　　　趣　　　　側

セリシン暦　　　　水，　暦

桃→紫赤→赤紫　　　　　　紫→淡紫

紫赤一・赤紫一・紫　　　　　　淡紫一｝無色

旅紫→紫　　　　　　　　無　色

陰　　　　穐　　　　側

・・〃麿　i・1・ma
紫赤→赤紫　　　　　　　　　無　色

赤紫一ン紫→淡紫　　　　，　　無　色

赤紫→紫　　　　　　　　　無　色

　上記種々なる色を皐するはセリシンの濃度によりて異なる爲めなれども岡一操作によりては解葡よ

きものは悪きものよb赤味を是し，N．つ陽極セリシン暦は陰極セリシン暦に比して同じく赤味を有す。

　かくして生する色は原液の呈する色の差より明瞭にして且つ解翁良きもの程陽極側水暦は紫色に富

む傾向を示す。Ellち陰電荷を有するセリシン粒子の電斌滅動速度は大なり。陰極側水暦は時としては

淡青紫色を呈ナることあれど陽極側7，く暦の如く一矯ならす。

　倫魯層の呈色度と濃度との關係は次の如し。

　上　繭

　　　　　　　　　　　　　　陽極側　　　　　　　　　　陰極側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　濃度（％）　　セリシン暦　水層　　セリシン暦　水贋
　　　0．35　以上　　　　褐　赤　　　　紫　　　　　　紫　赤　　　淡々紫→無色

　　　　0．35－0．25　　　　ピンク　　　淡　紫　　　　　紫　赤　　　無　色

　　　　o．25－o．15　　紫赤　．淡紫　　赤紫　無色
　　　0．15－一一〇．5　　　　　　Σ示　 紫　　　　1’炎々青紫　　　　　　　紫　　　　　　　 同

　　　　0．5以下　　　　　　赤　紫　　、無　色　　　　　　紫，　　　　同

　中　繭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　陽　　極　　　　　　　　　陰　　極
　　　　濃度（％）　　　　セ了箱r’暦　　　’ぜ薦一一一天「暦

　　　　0．35以上　　褐赤　淡々膏紫　　紫赤　無色一淡青紫
　　　．O・．・3ro・－0．3　　ピ〃　　無色　　　紫赤　無色

　　　　O，3－一一〇．2　　紫赤　　同　　　赤紫　　同

　　　　0．2－Dユ2　　赤紫　　同　　　紫　　 同

　　　　O，lta以下　紫L同　紫同
　下　繭

　　　　　　　　　　　　　　陽　　極　　　　　　　　　陰　　極

e　澱（％）　セ薦幡　 セ痛「暦
　　　　0．35以上　　褐赤　無色　　紫赤　無色
　　　　0．35－0．3　　ピンク　　同　　 紫赤　 同

　　　　0．3－O．25　　紫赤　　同　　　赤紫　　同
　　　　0．25－・0．18　　赤紫，　同　　　紫　　 同

　　　　0．18以下　紫同　紫，岡　いつれも濃度の減少によりて紫味を帯び來れども陽極セリシン謄の色は常に陰極のそれよりも赤味

がかり目．つ陽極水層の紫色は解傍よきもの程低濃度に於て現はしうべしn

　f萌解静を異にする品種に關する實験も同様な結果を示せり。
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　陽極側セリシンの等電顯！iは陰極側のそれより小にして、共仙の定量的實瞼結果並びに爾霜の分量比

と解好との關係等は後報せんとす。

　　　　5，結　　　　　果

（1）解傍よき憲繭々暦水溶液のPHイ直は大なる傾向を衛す。

璽繭厩を水中に墨きて電流を通じ爾極附近の液のPHII葭を測定したるに、陽極は酸性（PH鶴3。4）陰

　極は麹塞1生（PI’1＝7．e））を是し、解静よきもの程（1）の如くいつれもPH値大なる傾向を示す。

（3）外層’、中1獣内暦のみを實験せる時は外暦のPH最大にして内、中贋の順序を示す。

（4）セリシンの電甥内の分布に關し定性的實瞼を行ひたるに次の結果をえたり。

　（a）陽極側セリシン騰は原液よりも白濁して等電鮎近き酸性を示し、水層は燈明にしてPH値は爾

　　者殆んど等し。

　　陰極側セリシン贋はや～邊明となり．El．つ黄色を帯び盤墓性を示し，水暦は透明にしてPH値は

　　爾者大養なしo

　（b）角雑予良好なるものほど陽極側セリシンの泳動漣慶は大なり。

　（e）陰極側セリシンは硫酸銅によりて沈澱せられ易きも陽極側のものは然らす。

　（d）陽極側セリシンは陰極側のものよリヴユレツト反慮によりて呈する色は赤味をおぶ　且つ解紆

　　良きものほど低濃度に於て陽極側水麿は紫色を呈す。而して陽極側水暦の呈色梶度によりて獄繭

　　解傍を推定しうべし。

本實験に際し中澤美夫君の多大なる援助を受けたり、こSに深厚の謝意を表す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和六年五月三十日受理）（於上田懲綜専門學校）

難兇、翼蝸の比重に關する研究

山　　　崎　　　　　壽

谷　　ロ　　岩　　造

　　　　1．緒　　　　　誉

　櫨休重量並に踊体重量は獄、輔生現研究」二極めて重要な馴丙の一・つである。

　而して羅、蝸の眞の健康度を間明せんとするにはb從來の如く軍に其の生体量を測定するに止まら

す、共の比重を測定する慕も亦重要な事柄であると信する。乃ち從來行はれざる比重測定に線り麓、

踊生理の一端をうかN“ひ、3く健康度との關係を知らんと欲せり。

　先づ第一乎段として成形1二の比重を測定し、獄、唖は果して如何なる比重を輿ふるものなるか。叉

各個休間に於て攣異あるものなるか、又生活要約を攣更する事に依り攣化し碍るものなるか等、主と

して之れが棊礎的調査に重黙を於き實瞼に礎事せり。

　　　　2．實験　方　溝

　測定方法はモー一一一ル氏比重天秤を胆ひ，供試髭婦休は一雄重量を有する、銅金綱製容器に容れ比重を

測定せり。


